イベントフロー：「過去問情報検索ユースケース」

１．事前条件

なし。

２．メインフロー

このイベントフローは、利用者がこのシステムにアクセスしたところから始まる。

利用者は過去問情報の過去問情報ナンバー、科目名、担当教官、その科目の学科、年数(E１)を入力し検索することができる(E２)。システムは入力された情報と合致する過去問情報を検索し、一覧を表示する。システムは過去問情報の一覧表に、過去問情報ナンバー、科目名、担当教官、学科、そのテストの開講年度を表示しユースケースを終了する（E3）。

３、例外フロー
E１．利用者が入力した年数が数字以外の文字列または、負数が入力した場合、システムは正しい年数の入力を促すメッセージを表示する。システムはユースケースの最初に戻る。

Ｅ２．利用者が入力項目になにも入力しなかった場合、システムは入力を促すメッセージを表示する。システムはユースケースの最初に戻る。
E3.該当する過去問情報が登録されていない場合は、システムは登録されていないというメッセージを表示する。システムはユースケースを終了する。
過去問情報検索ユースケースのシナリオ

7月後半、そろそろ前期期末試験が近づいてきたので成井君は離散数学の過去問を手に入れるために過去問管理システムから検索することにした。

成井君が科目名に離散数学、学科に知能、年数に１を入力し検索を実行すると、システムは1項目の検索結果を表示した。

●例外の場合

Ｅ１．成井君は年数に１と入力しようとしたが間違えて”一”と入力し検索を実行してしまったところ、システムは年数が数字ではないというメッセージが表示し、再度検索画面に戻った。

Ｅ２．成井君は検索しようとしたが、何も入力せずに検索を実行したところ、システムは入力してくださいというメッセージが表示し、再度検索画面に戻った。
E3.成井君は過去問情報ナンバーに１２３４と入力して検索を実行したところ、システムは過去問情報が登録されていなかったため登録されていないとメッセージが表示し、再度検索画面に戻った。

イベントフロー：「過去問情報閲覧ユースケース」

事前条件

閲覧しようとする過去問情報が登録されている。

メインフロー

このベントフローは、利用者が検索結果から過去問情報を選択したところから始まる。

システムは以下の情報を表示する。システムはユースケースを終了する。
・過去問情報ナンバー

・科目名

・学科

・担当教官

・開講年度

また、システムは以下のレビューに関する情報のリストを表示する。

・レビューナンバー

・レビュー

・名前

さらに、システムは問題閲覧画面へのリンクと解答閲覧画面へのリンクを表示する。

利用者が問題閲覧画面へのリンクを選択すると、システムは問題閲覧画面を表示する。

利用者が解答閲覧画面へのリンクを選択すると、システムは解答閲覧画面を表示する。

例外フロー
過去問情報閲覧ユースケースのシナリオ
成井君が検索した結果に表示された離散数学の項目を選択すると、システムは離散数学の過去問情報を表示した。
